
 
 
 
項目①②③ 学力・体力・評価について  

・基礎学力・体力①の否定的回答が 3％増加しており、学力・体力低下を懸念する声がありま 
した。学校の最重要課題として、人権・研究部を軸とした授業改善を進めてまいります。 

・来年度は、自由に外遊びができるよう１～６年は２～３限間の２０分休憩を 
復活させました。７～９年は５０分授業とし、学びを深めていきます。 

  

項目④⑤⑥⑦ 人権・社会規範・安全について  

・ルールを守る・いじめのない学校⑥の否定的回答が、20％である 
ことを重く捉えています。生起するさまざまな問題に対しては、関係機関や 
保護者のみなさまのお力を借り、解決に向けて全力を尽くします。 

・教職員は人権意識向上に一層の努力を重ね、子どもたちの自尊感情を大切にしていきます。ま

た、多様性の尊重、他者との協働等を大切にし、よりよい仲間づくりを進めてまいります。 
・学校安全⑦の肯定的回答が 6％増加しました。地域とともに意識をさらに高め、子どもたちに
は発達段階に応じた安全教育を継続し、校内美化にも力を入れてまいります。 

・通学安全、SNS等の犯罪被害防止については、啓発とともに各機関との連携を続けます。 
 
 

項目⑧⑨ 楽しい行事・学校・学級について  

・学校行事⑧の肯定、否定の割合は昨年と同じですが、A回答が 11％増加しています。子ども 
たちの頑張りはもちろん、地域・保護者のみなさまの支えがあっての行事と感謝しています。 

・部活動については、将来的なあり方を検討しているところです。学校以外の力も借りながら、 
持続可能かつ魅力的な活動について考えてまいります。 

・学校・学級が楽しい⑨の肯定的回答はほぼ昨年と同様です。⑨項目は 

①～⑧項目の数値と関連しており、これらの充実が“楽しい”につながると 
考えており、安心できる学級・学校づくりに一層努めてまいります。 

 

項目⑩⑪⑫⑬ 給食・施設環境・その他について  

・給食⑩の A回答、B回答がそれぞれ１％、３％と微増しました。長く続いた黙食から通常の喫
食となり、笑顔が戻った１年でありました。味やメニュー、有機食材の導入等の声もいただい
ております。食材等高騰の折でもあり、限られた予算という制約はありますがみなさんの期待
に応えられるよう頑張ってまいります。 

・情報発信⑫ではスクリレを導入し、家庭からの欠席等の連絡や学校からの発信を行いました。 
 肯定的回答は６％増加しておりますが、さらなる工夫の声もいただいています。来年度も紙 
と電子媒体の両媒体にて行いますが、より分かりやすい発信に努めてまいります。 

・学校改革⑬は、昨年度からの質問項目です。肯定、否定の割合は昨年と同じですが、A回答が 
5％増加しています。一方、否定的回答が 20％あり、義務教育学校としてのメリットを感じな 
いという声もありました。９年間の学びの良さが実感できる取組みをもっと進めてまいります 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

分析（回答数値・ご意見を受けて） 
文章中の 5％，２％等の数字は 

昨年度（１～９年結果の合算）との比較を示しています。 

。 


